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黒松内町
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幹線流路延長 126 km 
流域面積 1640 ㎢ 
最大流量 641 t/s 
支流の数 283 本
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1976年撮影。 
提供・草島清作（オビラメの会会長）
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1978年10月26日、ニセコ町で。 
提供：吉岡俊彦（オビラメの会事務局長）
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イトウ尻別川個体群の健康診断

自然繁殖地がほぼ完全に消失 

世代交代に大きな支障 

深刻な少子高齢化

このままでは絶滅必至
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どうすれば救える？
捕獲制限 

自然環境の復元 

水質改善 

侵略的外来種の除去……

すでに手遅れ
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オビラメ復活30年計画（2001）
1st stage 2001-2010

放流種苗の確保、再生産拠点の探索

2nd stage 2011-2020
生産拠点の確立、釣りルールの確立

3rd stage 2021-2030
イトウのすめる／釣れる尻別川
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再導入 Re-Introductions
IUCN/SCC Guidelines  
for Re-Introductions 

a) 目的 再導入のその主たる目的は、
野外において全域または局地的に絶滅、
もしくは絶滅の危機に瀕している種、
亜種または品種を、野外での存続可能
な自立個体群として定着させることで
ある。また再導入は種本来の生息分布
地域で行われるべきであり、かつ必要
最低限の長期的管理が求められる。
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倶登山川でのイトウ再導入実験

12歳
11歳
９歳
８歳
５歳

1800 1700 1000 1000 200

１号 2-3号 ５号 ４号魚道完成
魚道付設 
要望書

第１回 
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2015年5月9日、藤原弘昭さん撮影
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倶知安町

ニセコ町蘭越町

京極町

喜茂別町

真狩村

3rd stage 2021-2030
イトウのすめる／釣れる尻別川
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連続講座「イトウが紡ぐ流域の絆」（2015年10月10日）
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「有島ポンド」手作り工事（2015年10月11日）
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サポーター企業・機関

まことにありがとうございます
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南限のイトウ個体群復元に向けて、引き続きご支援をよろしくお願いいたします。 
オビラメの会一同


